
PDF issue: 2024-10-06

テニスにおけるストリングテンションとサー
ビス速度の考察

神和住, 純

(出版者 / Publisher)
法政大学小金井論集編集委員会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政大学小金井論集 / 法政大学小金井論集

(巻 / Volume)
3

(開始ページ / Start Page)
171

(終了ページ / End Page)
185

(発行年 / Year)
2006-03

(URL)
https://doi.org/10.15002/00004339



法政大学「小金井論集」第３号

2006年3月

テニスにおけるストリングテンションと

サービス速度の考察

神和住 純



テニスにおけるストリングテンションと

サービス速度の考察

神和住純

はじめに

近代テニスは、1877年イギリスのウイングフィールド少佐によってローン・

テニス・コートの原型が造られ、その元にルールが定められた。そして、英国ウ

インブルドンで第１回大会が始まった。その後、仏、米、豪州と大きな大会が

出来上がり、４大大会（グランドスラム）と言う名称で呼ばれる。テニスラケッ

トが発明された当時は、木製、竹製などで造られておりその後に、アルミニュー

ム、スティール、グラスファイバー、ポロン、ケプラ、チタン、等の素材及び形

状が時代とともに変化し進化し続けてきた。現在のラケットは軽量、高反発の影

響でポールがよく飛び、よく回転がかかるようになった。そこには、ストリング

の張りが大変重要な役目を担っている、張りの強弱は職人（匠）の手により、上

級のテニスラケットとして成り立つのである。ラケットはストリングを張っては

じめてポールが飛ぶわけで、大変需要なパートナーである。テニスの技術は基本

６ストローク（サービス、フォアハンドストローク、バックハンドストローク、

フォアポレー、バックポレー、スマッシュ）によって構成されている。競技選手

は全てのショットにおいてスピードとコントロールが要求され、高度な技術向上

を目指さなければならない。特に、テニスにおいて、最初に唯一自分でポールを

上げて打てる、サービスは大変重要な武器のひとつである。そこで、本研究は世

界のトップ選手からテニス一般愛好家まで幅広いプレーヤーのサービス速度を計

測し、データを分析しつつ、ラケットとストリングの理想的なコンビネーション

の関係を考え、ストリング（ガット）のテンション（強度）を緩く張ったり、強

く張ったりして、実際にサービススピードがどのように変化するのか、また、選

手のプレースタイルや身体にどのような影響を及ぼすかを考察する。
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データ分析結果

一般愛好者（表－１．表－４）

表－１

FIil 
－１７２－ 

サービス速度計測データ

グループ 氏名 年齢 性別 記録記録記録 平均 最速

2003. 

法政大学

公開講座

参加者

ＡＡ 

ＡＢ 

ＡＣ 

ＡＤ 

ＡＥ 

ＡＦ 

ＡＧ 

ＡＨ 

ＡＩ 

ＡＪ 

ＡＫ 

ＡＬ 

ＡＭ 

ＡＮ 

ＡＯ 

ＡＰ 

AＱ 

ＡＲ 

ＡＳ 

ＡＴ 

ＡＵ 

ＡＶ 

ＡＷ 

ＡＸ 

ＡＹ 

ＡＺ 

ＢＡ 

ＢＢ 

ＢＣ 

ＢＤ 

ＢＥ 

ＢＦ 

ＢＧ 

ＢＨ 

ＢＩ 

5１ 

6５ 

6０ 

3４ 

5７ 

5５ 

5４ 

6９ 

4２ 

4７ 

4９ 

5５ 

6７ 

6６ 

5１ 

6２ 

6０ 

1６ 

3６ 

4９ 

5８ 

2７ 

4４ 

5１ 

5６ 

5５ 

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

女

女

女

女

女

女

女

女

女

女

114１０２ 

9４１０４ 

119１２１ 

１２６１３４ 

１０９１０９ 

１３４１３８ 

１０４１０４ 

１１６１０７ 

9０８４ 

116１０４ 

１３５１３７ 

１２５１３８ 

１０２１３２ 

9９１０２ 

8９１１２ 

114１２５ 

１０７１２５ 

9３９７ 

116１３７ 

１０３１１９ 

８４１０３ 

１２２１３６ 

９４１１０ 

１０９１１３ 

9８１１３ 

８６９０ 

９４９９ 

９１１１１ 

７５７５ 

６９７７ 

８６１０６ 

８６１１２ 

８６１０５ 

７１９７ 

104１１０ 

114 

104 

121 

134 

109 

138 

104 

116 

9０ 

116 

137 

138 

132 

102 

112 

125 

125 

9７ 

137 

119 

103 

136 

110 

113 

113 

9０ 

９９ 

111 

7５ 

７７ 

106 

112 

105 

9７ 

110 



表－４

グノープ氏名年齢性

日一スＣＡ６８男８７９４９２８８９４

キヤＣＢ４５男１３３１２３１２５１１４１３３

２００３７２６ｃｃ４５男１２９１３６１３４１３２l３６

ＣＤｌ３男７１７１７５８４８４

ＣＥ１７男１３３１３７１３４１４７l４７

ＣＦ７男５８６３５６５３６３

ＣＧ３５女７９７８８２８

ＣＨ女９２９３９１１０２１２

ＣＩ女１０２１０８９８１０１１８

ＣＪ５４女１０３１０３９９１０４１０４
ＣＫ２２女７１７１７５８４８４
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教員

ＢＪ 

ＢＫ 

ＢＬ 

ＢＭ 

ＢＮ 

ＢＯ 

ＢＰ 

五明公男

田村義男

3０ 

3８ 

4７ 

4６ 

6５ 

4５ 

6０ 

女

女

女

女

女

女

女

男

男

9４１０７ 

８８１１１ 

９７１０６ 

８８９４ 

６２７１ 

６９７６ 

８５８９ 

１２０１２４ 

１０８１１８ 

ｗ １ 

１６ １０ １１ 

４１６９型蛆９７７８１１ 
サービス測定器

スポーツレーダーガン㈱トーアスポーツマシーンササキスポーツ発売元

価格４０万円

グループ 氏名 年齢 性別 記録 最速

日光ﾃニス

キャンプ

ＣＡ 

ＣＢ 

6８ 

4５ 

男

男

8７ 

133 

9４ 

123 

9２ 

125 

8８ 

114 

9４ 

133 

2003.7.26 ｃｃ 4５ 男 129 136 134 132 136 

ＣＤ 

CＥ 

ＣＦ 

CＧ 

CＨ 

ＣＩ 

CＪ 

ＣＫ 

1３ 

1７ 

７ 

3５ 

5４ 

2２ 

男

男

男

女

女

女

女

女

7１ 

133 

5８ 

7９ 

9２ 

102 

103 

7１ 

7１ 

137 

6３ 

7８ 

9３ 

108 

103 

7１ 

7５ 

134 

5６ 

8２ 

9１ 

9８ 

9９ 

7５ 

8４ 

147 

5３ 

102 

101 

104 

8４ 

8４ 

147 

6３ 

8２ 

102 

108 

104 

8４ 



図－１法政大学公開講座参加者サービス速度表

最速
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世界のトッププレーヤーと一般愛好家のサービス速度を比較するために、先ず、

法政大学テニス公開講座（表－１．図－１）において、参加者に対して、力一杯

マキシムで第１サーブを何球か打って頂き、計測した記録の高い方の２球を参

考記録とした。計測方法はスピードガンを被験者の後方２メートル位の位置か

ら、サービスインパクトのあたりに手で持ち機械を手で持ってセッティングし、

サービスインパクト直後の初速を計測した。サービス方向が極端に左右にずれた

り、ネットしたりすると計測不能となる、概ねサービスエリア方向にネットを越

えれば正確に計測できた。スピードガンにはHlstとLastの計測値があり、最速

値と最低値の両方計測可能である、今回は最速（初速）のみを実験とした。参加

者は初級者、中級者、上級者、に分けられ、その内訳は男女共に中高年、高齢者、

女性（若い)、ジュニア等幅広く実験してみた。年齢により速度は当然差が出る

のは明白である、若い人はパワーがあるので全般的に速度は早い。男性の最高は

138kｍ/ｈであったが、時速140kｍ/ｈを超えた人はいない、男子の平均は約

120kｍ/ｈ前後であった。女性は男性に比べてパワーがないので、時速

－１７４－ 
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100kｍ/ｈを超えれば速い方であり、平均９０kｍ/ｈから100kｍ/ｈでる。公開講

座参加者は４０歳代から５０歳代が最も多く、健康志向でのスポーツ参加型であ

ると考えられる。尚、本学の五明教授は124kｍ/ｈで田村教授は118kｍ/ｈの記

録でした、年齢的にスピードはある方ですので＋分テニスをエンジョイできます。

サマーテニスキャンプ（表－４）でも一般愛好家に同様な調査をしたが、同じよ

うな結果となった。参加者最高年齢69歳の男性は９４kｍ/h,で時速100kｍ/ｈは

超えられなかったが、６０歳台で125kｍ/ｈの記録を出した人はパワーがある方

である。また、時々、草大会に出場している人は平均的に速い速度を出す人が多

い。それは、大会を意識しサービスの練習を集中的にする為であろう。サービス

の技術については、フラットサーブ（直球)、スライスサーブ（スライダー)、ス

ピンサーブ（フォーク）に分けられるが、一般愛好家においてはサーブを打つと

きに力が入りすぎて、ラケット面に上手くインパクトできないことがよくある為、

フレームにポールが触れてしまい速度が極端に落ちてしまうパターンが多く見ら

れる。また、フラットに当てようとするが技術が伴わない為か、スライスやスピ

ンがかかってしまう事がある為に、スピードが鈍ってしまうという結果になる。

一般愛好家はサーブのスイングが理想的でない方が大半で、フォームが乱れてい

るので正しいスイングが中々出来ないのである。しかし、ゲームを楽しむのであ

るならばそれはそれで良いと考えるが、もう少し技術を身に付けようとするので

あれば、フォーム等をチェックしながら練習するとよいのではと考える。勿論、

筋力アップも重要な課題となってくる。速いサーブを打つための理想は、フラッ

トサーブが一番スピードが出るので、如何にインパクトでラケット面のど真ん中

(スイートスポット）に当てられるかが争点となってくる。

－１７５－ 



法政大学体育会テニス部（表－２）

表－２

澤鑿鑿=窪=謡=房=鵲謡
亟。■扉■￣■

￣￣■￣■西一■■両■■画…

我が大学のテニス部の選手に同様の計測テストを行った。１人１球ごとに計測

し、５ラウンド試みて、夫々、１人５回の記録を競い合った。先ず今年推薦入学

した超高校級選手は、流石に一般愛好家の最速記録138kｍ/ｈを上回る

150kｍ/ｈ台以上を連発した。サーブの打球感が違うと、先ず、スピードが落ち

る、その事に気づき、次のサーブを打つ時は速度の出るフラット打法に修正でき

る能力を持ち合わせている学生は、学生テニスのトップ選手といえるのではない

かと感ずる。学生選手にとって、１５０ｋｍ／ｈでは不満であり、如何に

160kｍ/h,170kｍ/ｈあたりを越せるかがテーマになってきている。完壁なスイ

ングフォームとバランス、パワーのタイミング、インパクトの手ごたえ等が一致

したときに、その選手のマキシム速度が出ると考える。最高記録は時速

174kｍ/ｈの大畑選手で使用ラケットはヨネックスのＹＭＰ１でストリング強度は

５４ポンドであった。２位は173kｍ/ｈの永野選手で使用ラケットはダンロップ

D300Gでストリング強度は６０ポンドであった。１位と２位の差はわずかに

1kｍ/ｈの僅差であった。ちなみに１年次６人の平均速度は157kｍ/ｈであった。

ストリングテンションについては、50,50,54,58,60,60,60ポンドで全員が素材は

ナイロン製であり、概ね、５０ポンド～６０ポンドの基準であった。世界のトップ

選手はナチュラルガット（羊の腸、動物の腸などの合成）が主流である。指導者

の立場から観測すると、学生で160kｍ/ｈが常時正確に出せる選手は合格点であ

ろう、コースによっては＋分サーピスエースを狙える速度である。先ず、スピー

ドが出せるパワーが大切であり、コントロール技術が必要となるため正確なフォ

ーム等を練習により鍛えていかなければならない為に解決策を講じればよいと考

えられる。
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グループ 氏名 年齢 性別 記録 最速

f多為比入ノ叱丁

体育会

テニス部

2003.7.6 

DＡ 

ＤＢ 

ＤＣ 

ＤＤ 

ＤＥ 

ＤＦ 

1８ 

1８ 

1８ 

1８ 

1８ 

1８ 

男

男

男

男

男

男

145 

157 

142 

155 

157 

132 

153 

157 

155 

158 

158 

136 

158 

162 

166 

159 

162 

140 

170 

164 

167 

159 

164 

143 

173 

168 

170 

160 

174 

158 



世界のトップ選手男性（表－５）

表－５

１１日

人悪

－１７７－ 

Wimbledon2003SewiceSpeed Jeaderboard2003､7.4資料提供テニスジヤパン

男子シングルス

ランキング 選手名 国 最速マイル 最速キロ

１ 

２ 

５ 

７ 

８ 

９ 

1２ 

1６ 

1９ 

2０ 

2２ 

ｋ 

Ｄｅｎｔ 

Karlovic 

Ijubicic 

Philippoussis 
〒■勺

。□

Lｏ pez 

Aynaoui 

GroSjean 

Ｍｉｍｙｉ 
WaSke 

BjoIkman 

Sodelling 

SriChaPhan 
Verkerk 

F℃derer 

Fish 

Ｕｏｄｍ 

Enqvist 
Ｈｅｎｍａｎ 

PＣ pｐ 

B1a [ｅ 

円月、色貝Cｕ

Hrbaty 

Iapentti 

ＵＳＡ 

ＵＳＡ 

ＣＲＯ 

ＣＲＯ 

ＡＵＳ 

ＧＢＲ 

ESP 

ＭＡＲ 

FＲＡ 

BER 

GER 

SＷＥ 

SＷＥ 

TＨＡ 

NＥ 〕

Sｍ 

ＵＳＡ 

iRA 

SＷＥ 

ＧＢＲ 

ＧＥＲ 

ＵＳＡ 

RＯＭ 

SVK 

ECU 

141 

135 

135 

135 

134 

134 

133 

131 

130 

130 

130） 

129 

129 

129 

129 

128 

128 

128 

127 

126 

126 

2５ 

125 

125 

125 

225.6 

216 

２１６ 

216 

214.4 

214.4 

212.8 

209.6 

208 

208 

208 

206.4 

206 ４ 

206 ４ 

206 ４ 

204 ８ 

204 ８ 

204 ８ 

203 ２ 

201 ６ 

201 ６ 

200 

200 

200 

200 

時速200kｍ/h以上の記録を出した選手２５名

昨年度まで世界最速記録

Rusedski（GBR）1999年インディアンウエールズ大会239.7kｍ/ｈ

日本人選手参考記録

最速

松岡修造Wimbledon ２１６ 



純

最速
日本デビスカップチーム選手平成13年度全日本選手権計測神和住

平均

鈴木貴男１８６

本村剛一１７９

寺地貴弘１８０

石井弥起１８１

岩見亮１７８

208 

194 

203 

189 

195 

２００３年ウインブルドンの公式サービス速度記録を、国際テニス連盟（ITF）

からデータを収集してみた。近年、世界の大きな大会会場は、テクノロジーの進

歩によりサービス速度を瞬時に計測し、電光掲示板に記録が出る仕組みになって

おり、観客、テレビ視聴者に解りやすくなっている。ラケットの進化により時速

200kｍを超える選手がかなり増えている、ローンコート（芝生）ではポールが

バウンドするときに滑るので、高い位置からの強烈なサービスは大変有利であり、

試合を勝ちに導いてくれる。如何に、速く、正確な確率でサービスが入るかが選

手にとっての勝利への課題である。今年の記録はアメリカのアンディ・ロディッ

クという選手で225.6km/h(141mile)であった、パワーのある選手でベスト４ま

で進出した若手の星である（2003年度世界１位に決定した)。その他、時速

200kｍ/ｈ以上の選手は本戦128選手のうち２５名で、約２０％の選手がこのスピ

ードでサーブを打っているのであるから、対戦相手のレシーブも大変困難なショ

ットを要求される。ちなみに、今年、ウインブルドン大会（英国）で初優勝した

フェデラー選手は時速204.8kｍ/ｈでサービス速度順位は１６位であるが

200kｍ/ｈを越えているので、やはりサービスでかなりのポイントを獲得してい

ると思われる。今までの世界最高記録はルゼドスキー選手（英国）が1999年イ

ンディアンウエールズ大会で出した239.7kｍ/ｈと信じられない程、恐ろしい速

さである。
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世界のトップ選手＆日本人選手女子（表－６）

表－６
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Wimbledon2003ServiceSpeed JeaderboaId2003､7.4資1s 膿提供テニスジャパン

女子シングルス

ランキング 選手名 国 最速マイル 最速キロ

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

９ 

1０ 

1２ 

1３ 

1７ 

1９ 

2２ 

3２ 

WillinmqSerena 

WilliznmRVenus 

Stosur 

Tillyaganova 
Henin-H2rdenne 

B21tzDchzn 

Capriati 
Pe位ova

Vaknnlenko 

Molik 

Par、

CIijstels 
CZUllenS 

Davenport 
DIDminikovic 

ｋｍｍＧ瞳ova

Pierce 

SChett 

Reeves 

Srebotnik 

Tjkhovtseva 

Rubin 

日本人選手

Morigann 
● 

ＵＳＡ 

USA 

ＡＵＳ 

UZB 

ＢＥＬ 

ＧＢＲ 

ＵＳＡ 

RＵＳ 

ＵＫＲ 

Ａ〔 Ｓ 

ＥＳＰ 

ＢＥＬ 

ＢＥＬ 

ＵＳＡ 

ＡＵＳ 

ＲＵＳ 

FRA 

ＡＵＴ 

ＵＳＡ 

ＵＳＡ 

SLO 

RＵＳ 

USA 

JPN 

120 

119 

117 

115 

114 

113 

113 

113 

112 

111 

111 

110 

109 

109 

109 

109 

108 

108 

107 

107 

107 

106 

106 

103 

192 

190.4 

187.2 

184 

182.4 

180 ８ 

180 ８ 

180 ８ 

179 ２ 

177 ６ 

177 ６ 

176 

174.4 

174 ４ 

174 ４ 

174 ４ 

172 ８ 

172 ８ 

171 ２ 

171 ２ 

171 ２ 

169 ６ 

169 ６ 

164.8 

昨年までの世界最速記録

VenusWiUia【ns(USA）１９９９チューリツ上大会205kｍ/ｈ

日本人選手参考記録フェドカヅプ日本対アルゼンチン2002年度参考記録
平均最速

浅越しのぶ１２３１“

小畑沙織１２４１３６

吉田由佳１２３１３２

杉山愛150-160本人談



男性に比べて女性は筋力もパワーも弱いと思われるが、ラケットの素材、技術、

筋力トレーニングなどの効果でかなりのサービス速度が出る選手も増えている。

(米国）の女子プロウイリアム姉妹が女子テニス界を大きく揺さぶった。姉妹で

世界ランク１位、２位を独占している。サービスにおいても、姉のビーナスは

１９９９年チューリッヒ大会で205kｍ/ｈの世界新記録を出している、男子トップ

選手に劣らない速さなので対戦相手の女子選手は男子選手のサービスを受けてい

る感触であろう。今年の全英での記録はシングルスに優勝した、妹のセレナが

192kｍ/ｈで１位、ビーナスも190.4kｍ/ｈで２位、２人だけが190kｍ/ｈを超え

ており、他の選手を寄せ付けない。女子で170kｍ/ｈ～180kｍ/ｈを超えればト

ップ２０位にランクイン出来る、ちなみに今年、ウインブルドン大会、日本人女

子で活躍した森上亜希子選手も164.8kｍ/ｈの記録でサービス速度が３２位に入

っており速い選手の分類に入る。やはりこの大会で、今年、ダブルスで杉山愛と

組んで優勝したベルギーのクライスターズ選手は176kｍ/ｈで速度１２位の記録、

杉山の記録は３０位以内にはランクインしていないが160kｍ/ｈ前後であろうと

思われる。日本人選手は肩の筋力は外国人に比べると弱く、身長など体格面での

ハンデもあり、140kｍ/ｈから150kｍ/ｈ位が平均速度と思われる。ランキング

世界４位と活躍した、伊達公子選手はサーブでエースを奪うタイプではなかっ

たが、ウイリアムスの身長とサーブのパワーがあれば、おそらく世界チャンピオ

ンになれたであろう？

日本人選手男子（表－５）

ウインブルドンでベスト８に進出した松岡修造選手は、恵まれた身長

(188ｃｍ）から216kｍ/ｈの日本記録を出している。日本人選手は外国人選手に

比べて、中肉中背のタイプが多いので、背が高いことは大変有利である。私も現

役時代、全米選手権で190kｍ/ｈの記録を出したが173ｃｍの背丈では限界があ

る、何故ならば私のサービスインパクトの高さは約２ｍ65ｃｍに対して、松岡修

造選手は更に１５ｃｍ高い２，８０ｃｍの高さから打ち込めるわけであり、直線を引

いてもサービスエリアに入る確率は高くなる。従って、190ｃｍや２ｍ近い外国

人選手は有利なわけです。現在の日本デビスカップ選手のサービスを、全日本選

手権の時、有明スタジアムロイヤルボックスからスピードガンを固定して計測し
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た結果、鈴木貴男選手が208kｍ/ｈを記録し、現在の日本人プロ選手で新記録を

樹立した。その他、本村剛一選手は194kｍ/h,寺地貴弘選手は203kｍ/ｈであり、

200kｍ/ｈ前後の速度を日本人トップ選手は出せると言う事であり、世界に比べ

ても良い記録である。法政大学体育会テニス部の記録は174kｍ/ｈであるから、

学生は更に筋力アップや、フォームの改善などでスピードアップが可能であると

思われる。ちなみに私は５６歳で157kｍ/ｈだから学生の若手とサービスで十分

勝負できる速度であろうか？中高年は、肩の筋力は脚力に比べると意外とおちな

いので、走り回るテニスより、サーブである程度勝負して、省エネを考えプレー

する方が試合運びはよいのではと考えられる。また、ジュニア選手の記録は、

14歳以下132kｍ/h、１６歳以下160kｍ/h、１８歳以下173kｍ/ｈとなっており、

テニスをはじめてから徐々にスピードが出てくる事を証明している、高校卒業す

る頃にはサービス速度も＋分大人の仲間入りが出来る。

ストリングテンションとサービス速度の実験結果

表－３

Ⅱ爲Ⅱ

二＝＝Ｌ＝己＝

バン伊厩■可■■呵伊厩■■西口■■､■
４０ホン１４６１３７１５３
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神和住純の記録 年齢 性別 記録１０球計測 最速157

計測日 2003.7.25 5５ 男 145１４８１４６１３９ 157 

Ｍｙラケット ToalSOns 〕-03 155１５５１４２１５４ 155 

ストリング

強度

総重量

計測日

TbalsonNahnral 

５２ポンド

324 ９ 

2003.725 

ラケット HyperHanⅡ､er６．２ セレナ･ウイリアムス使用モデル

ストリング

総重量

SyberN 
280 ９ 

ylonTburl35TEO3p 

記録 1球目 2球目 3球目 4球目 5球目 平均 最速

強度 ３０ポンド

４０ポンド

５０ポンド

６０ポンド

７０ポンド

129 

146 

145 

147 

143 

148 

137 

147 

152 

150 

147 

153 

139 

147 

145 

152 

142 

135 

147 

142 

147 

152 

143 

143 

140 

145 

146 

142 

148 

144 

152 

153 

147 

152 

150 



図－２神和住純のサービス速度測定結果

ストリング強度３０ｐ～７０ｐ５種類

ストリング（ガット）を強く張った方がサーブの速度は増すのか、緩く張れば

スピードが出るのか実験を試みた。使用ラケットは女子プロ世界１位のセレ

ナ・ウイリアムスが使用しているラケットを選択し、ストリングは一般的なナイ

ロン製を使用した。１番緩い強度を３０ポンド（13kg）として、それから１０ポ

ンドずつ強度を上げ、４０ポンド（18kg)、５０ポンド（22kg)、６０ポンド（26kg)、

７０ポンド（30kg）に設定してみる、強度の異なった５本のラケットを、同じパ

ワーで第１サーブを５球ずつ計測した。出来るだけ、速度の出るフラットサー

ブを打ってみたが、その結果、当初考えていた説（緩く張った方がスピードが出

る）と言う、仮説理論は少し違っていた。意外にもデータ（表－３．図－２）に

表れているように、３０ポンドから７０ポンドまでの、５種類のラケットは平均速

度、最速記録が殆ど同じ結果となったのである。従って、緩く張っても強く張っ

ても同じ人が同じパワーで打球すれば、変化は殆どないという事である。そうい

えば、1970年代、ポルグ選手（プロテニスプレーヤーの世界ＮＯＤが８０ポン

ドでキンキンに張り、一方マッケンロー（プロテニスプレーヤーＮＯ２）は４０ポ

ンドで緩く張り、同じようにサービスエースを奪い合っていた訳であるから、あ

くまでも、その選手が打球する感触が問題であり、パワーテニスの選手は強く張
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るのが好きだったり、非力の選手は緩く張った感触を好んだりするわけです。従

って、ある程度の技術とパワーがあれば強く張っても、緩く張っても同じスピー

ドが出るという結果になったわけです。但し、初心者があまり強く張るとパワー

がない分、スピードは出ない。それにより、軽量ラケットや、柔らかく張った方

が楽になるわけです。初心者がいきなり７０ポンドで張ったら、先ずポールは飛

ばない、その代り、手首、肘、腕、肩等にショックを与え、その結果、筋肉や関

節を痛め、テニスエルポーにもなってしまう可能性が高くなる。テニス選手は技

術が向上してくると、サービスのスイングフォームや体の柔らかさや硬さによっ

てもサービス速度が異なってくる、従って個人個人の能力によって、ストリング

の調整を考えるべきで、千差万別といえる。過去、日本デビスカップチームのオ

フィシャルストリンガーによると、トップ選手の、全英ダブルスチャンピオン豪

州のウッドフォード選手が来日した時に９０ポンド（39kg）で張ったとの記録が

あり、強度としては限界の数値と思われる。ストリングメーカーによると、直線

での強度テストでは素材によって多少異なるが、１６０ポンド（70kg）位までは

耐えられるが、ラケットに張る場合は穴を通して曲線にするために、９０ポンド

(39kg）位が限界であるのでは

とも言われている。私の長いテ

ニス歴から、今までにどのラケ

ット素材がベストで、どのスト

リング数値がベストなのか、ま

た、その結果がそのまま成績に

繋がったかは、判断が難しい。

ただ、その時代、時代に流行し

たラケット素材や形状を使用し、

好きなストリングを自分の感覚

で、しかも好みの数値で張り、

ポールをコントロールしてきた

という事、即ち道具の進化と共

に、人間もその道具に敏感に対

応できるという事が解ったので

ある。

表－７グループ別比較表
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ルゼドスキー 世界新男子 239.7 

ロディック ０３全英新 225.6 

ヘンマン 200kｍ級 201.6 

松岡修造 日本新 216 

鈴木貴男 デ杯新 208 

神和住純 56歳新 157 

法大テニス部 体育会新 175 

一般愛好家男性 愛好家新 138 

一般愛好家女性 愛好家新 122 

Ｖ・ウイリアムス 世界新女子 205 

S・ウイリアムス 03全英新 192 

森上亜希子 03全英 164.8 

浅越しのぶ フェドカップ 144 

U18歳男子 (添田） 173 

Ｕ１６歳男子 (成瀬） 160 

Ｕ14歳男子 (山本） 145 

Ｕ18歳女子 (藤代） 128 

Ｕ16歳女子 (土屋） 1２５． 

Ｕ14歳女子 (久見） 132 



図－３グループ別比較表
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実験協力（順不同）

ウィルソン（テニスラケット）ハイパー・ハンマ－．６．２２８０

東亜ストリング（ストリング）トアルソン・サイバー・ナイロン

ＴＥＯ３Ｐ 

ウィンザー商事（テニス用品提供）

トーアスポーツマシン（スピードガン）ササキスポーツ発売元

280ｇお

ロンツアー１３５

日本デビスカップチームオフィシャルストリンガー

国際テニス連盟広報

ウインブルドン（AllEnglandlawntemisandcricketdub） 広報

日本テニス協会強化本部

平成１５年度

法政大学テニス公開講座参加者

法政大学体育会テニス部１年次

サマーキャンプ一般テニス愛好者

全日本テニス選手権出場選手

ジャパンオープンテニス出場選手

日本デビスカップチーム選手
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